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いよいよ3月。1年間の締めくくりの月です。3年生にとっては、3年間の締

めくくりの月にもなります。今日からいよいよ卒業式の練習が本格的に始まります。

式練習の歌声が校舎内に響き渡ると、3年生との別れの日が近いことを感じ、切な

くなります。

「会うは別れのはじめ」ということわざがあります。「始めがあれば終わりがあ

る。誰かと出会えば必ず別れがくる。だからこそ、別れがくるまでの時間を大切に

しよう」という意味が込められていることわざです。

それぞれ学校・クラスで残された1日1日の時間を大切に過ごしましょう。

耳は、人と人とのコミュニケーションや社会生活を送る上で大切な働きがあります。

耳が果たす役割を考えて耳を大切にし、耳の不自由な人への理解を深める日として、

昭和32年（1957年）に3月3日が耳の日として制定されました。



卒業・進級･･･。ひとつひとつのステップを踏み、自分の人生を精一杯生きてい

くためには、これから今まで以上に健康管理が必要です。

食事や睡眠・運動などの生活習慣が健康と深く関わっているのは、みなさんは知

っていると思います。

未成年者の喫煙が体に深刻なダメージを与えることを、本当の意味で知っていま

すか？

「未成年者喫煙禁止法」 今から115年前、明治33年 3月 7日に制定されま

した。この法律は、未成年を罰するためにではなく、未成年者を喫煙の害から守る

ためにできた法律です。

特に、これから世界が広がっていく3年生のみなさんには、「自分の健康は自分

で守る」という意識を持って、自分の人生を歩んでほしいと思います。




